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CCN において，交換されるメッセージは，コンテンツ要求を表す Interest メッセー
ジとコンテンツを転送する Data メッセージの 2 種類であり，ネットワークを構成す
る各コンテンツルータ装置は 3 種類のテーブルを持つ．Interestメッセージのルーテ













ユーザ端末がコンテンツ IDを指定して Interestメッセージを送信②した時，Interest 
メッセージは FIBを辿ってコンテンツサーバまで到達する．各コンテンツルータ装置








































3.1 提案コンテンツ配信法の原理  
 
提案するコンテンツ配信法の原理について述べる． 
図 3，4に示すように，保持するサーバが別々に存在するコンテンツ A と Bの配信











使用しない場合（図 3），中間ユーザのコンテンツ要求によって，コンテンツ A, B 共
にダウンロードが行われたとすると，中間ノードのキャッシュでは，後からダウンロ
ードされたコンテンツ Bが，先にダウンロードされたコンテンツ Aに代わってキャッ
シングされる．その後，他の 2 ユーザから同様にコンテンツ A, B の要求が行われた
場合，一方のユーザは，近くのサーバと中間ノードのキャッシュから 2つのコンテン
ツ A, B を取得できるが，もう一方のユーザは，近くのサーバからコンテンツ B を取
得できるのみである． 




を有効に使用でき，両方のユーザがコンテンツ A, B を取得できる（図 4)．このよう
に，ネットワーク符号化機能を有するキャッシュを配備して，互いに関連が強い複数
コンテンツをネットワーク符号化することで，キャッシュ利用効率の良いコンテンツ




























































































































































































コンテンツ IDは，便宜上 0.0以上 1.0未満の実数によって表され，２つのコンテン
ツ間の距離は IDを表す２つの実数の距離で示される．但し，コンテンツ IDが 0.0で






























































1． コンテンツ要求範囲±0.005，符号化閾値±0.005，キャッシュ総量 1000 
2． コンテンツ要求範囲±0.0025，符号化閾値±0.0025，キャッシュ総量 1000 
(コンテンツ要求・符号化の範囲変化) 

















































































































































































図 11．キャッシュノード数による収集コンテンツ数の変化 1 
 
符号化を使用しない場合(NC)，最高はキャッシュノード数 5の時で，約 8.1個，最低
はキャッシュノード数 100の時で，約 6.5個であった． 
一方，符号化を使用した場合，最も頻度の高いものと符号化する手法で，キャッシュ
ノード数 5 個の時，それ以外ではキャッシュノード数 10 個の時，平均収集コンテン









































図 12．キャッシュノード数による収集コンテンツ数の変化 2 
 
コンテンツ要求範囲と符号化閾値を半分の 0.0025 にした時，符号化を使用しない場
合では，キャッシュノード数 5 個の時が高く，約 4.3 個のコンテンツが収集された．
低い時はキャッシュノード数 1の時で 3.7程度となった． 
符号化を使用した場合は，どれもキャッシュノード数 1 の時が最も低く 3.7 程度であ











































図 13．キャッシュノード数による収集コンテンツ数の変化 3 
 
コンテンツ要求範囲と符号化閾値を 2 倍の 0.01 にした場合，符号化を使用しない時，















































図 14．キャッシュノード数による収集コンテンツ数の変化 4 
 
キャッシュに保存する際にホップ数制限をつけた場合では，符号化を使用しない方法
で，キャッシュノード数 20，50の時に 9弱のコンテンツを収集することができた． 









































容量が通常の 2分の 1)の場合のグラフは以下のようになった． 
 
 













































図 16．キャッシュノード数による収集コンテンツ数の変化 6 
 









































































































































































































































































































[1] Cisco Inc. Visual Networking Index (VNI), ”Global Mobile Data Traffic Forecast 
Update, 2013–2018,” 2014. 
 
[2] Cisco Inc. Visual Networking Index (VNI), ”The Zettabyte Era ̶Trends and 
Analysis,” 2014. 
 
[3] G. Xylomenos, et al., “A Survey of Information-Centric Networking Research,” 
IEEE Communications & Surveys, 2014. 
 
[4] E. Paik, et al., “Benefits and Research Challenges of Content-Centric 
Networking,” Internet-draft draft-paik-icn-challenges-00, work in progress, 
January 2013. 
 
[5] V. Jacobson, et al., “Networking Named Content,” ACM CoNEXT 2009. 
 
[6] S. Fayazbakhsh, el al., “Less Pain, Most of the Gain: Incrementally Deployable 
ICN,” ACM SIGCOMM 2013. 
 
[7] U. Lee, et al., “Greening the Internet with Content-Centric Networking,” ACM 
EEnergy 2010. 
 
[8] Faizul Bari, et. al. “A Survey of Naming and Routing in Information-Centric 
Networks,” IEEE Communications Magazine, December 2012 
 
[9] T. Matsuda, et al., “Survey of Network Coding and its Applications,” IEICE 
Trans., Vol. E94-B, No. 3, pp. 698-717, March 2011. 
 
[10] R. Ahlswede, et al., “Network Information Flow,” IEEE Transactions on 
Information Theory, Vol. 46, No. 4, pp. 1204-1216, Jul. 2000. 
 
 
 
 
 
 
 
34 
 
謝辞 
 
本研究を進めるにあたり，ご指導及びご協力頂いた，電気通信大学大学院情報システ
ム学研究科情報ネットワークシステム学専攻ネットワークコンピューティング学講座
の荻野長生客員教授，吉永努教授，入江英嗣準教授に心より感謝致します． 
 
